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各界で活躍されている人達が如何に
して目標を成し遂げたかを紹介するテ
レビ番組をご存知でしょうか。恥ずか
しながら、私はこの手の番組が大好き
で、人目につかない努力や人知れず流
した涙を垣間みることで、自分の目前
に立ちはだかる困難や壁に立ち向かう
気力を奮い立たせています。その番組
のなかで、過去の奮闘ぶりを「muddle 

through」と表現している方がいまし
た。きちんと辞書をひいた訳ではあり
ませんが、この言葉からは、泥まみれ
になりながらも強い意志で前へ前へと
進もうとする強い意志が感じられます。
分子研でお世話になった7年9ヶ月の
日々を振り返ってみると、これ以上に
的確に表現する言葉はなかろうと思い、
拙文のタイトルとして拝借しました。
東大駒場の永田研で助手をしていた

ころ、クラスター科学の面白さを感じ
ながらも、今後自分はこの分野でどん
なことが出来るのだろうかと、漠然と
した不安を感じていました。すでに活
躍されている一流の物理化学者、分子
科学者の先生方に混じって、頭脳が明
晰とは言えない自分が一体何をなし得

るのか、答えが見つからず悶々として
おりました。あるとき永田先生が、戸
嶋先生と米澤先生のコアシェル型合金
クラスターに関する解説文を紹介し
てくださって「コロイド科学の分野で
はこんなことまで出来るんだね。君、
ちょっとこういうので遊んでみたら（不
謹慎に聞こえたらすみません）？」と
声をかけてくださいました。見よう見
まねで金属ナノ粒子を作るうちに、ク
ラスターを実際に目で見える化合物と
して作れることに興奮と可能性を感じ
るようになりました。それまで拠り所
としてきた「クラスターのサイズ依存
性」に対する偏質的とも言えるこだわ
りさえ固持し続ければ、自分なりの居
場所を見つけられるのではないか、と
思い込んでしまった瞬間でした。その
熱い意気込みを抱いて分子研の助教授
ポストに応募したところ、独立して研
究をする機会をいただきました。提案
内容に関して全く実績のない私を採用
するのは分子研としても非常に勇気の
いる決断であったことは想像に難くあ
りませんが、そのご英断に今はただ感
謝の念で一杯です。

着任して、いざ研究を始めてみる
と、自分の考えが如何に甘かったかを
いやというほど味わいました。実際に
自分で出来ることは前を行く誰かの物
まねに過ぎず、本当にやりたいことは
難しすぎて出来ない、という状況には
まり込んでしまいました。成果は出な
いし、外部資金も獲れない、勢いにま
かせて退路は断ってしまっているので
逃げ道もない。自分の目指すゴールに
近づいているのかどうか確信のないま
ま、ともかく前に進むしかないという
状況でした。あまりに精神的にきつかっ
たのでしょう、私には当時の記憶がほ
とんどありません。この泥沼からどう
にか抜け出すことができたのは、茅前
所長、中村現所長をはじめとする所内
の先生方、技術職員・秘書・管理局の
皆様、そして所外の先生方が私を見捨
てることなく継続してご支援していた
だいたお陰だと思っております。この
場をお借りして厚くお礼申し上げます。
また、ともに奮闘してくれたグループ
のメンバー、特に根岸君というタフで
強力なエンジンがあったからこそ、当
初には想像できなかったレベルにまで
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研究を進めることが出来ました。研究
室の立ち上げの頃に我々が試みた（結
局失敗に終わる運命の）試行錯誤の数
だけは、多分世界的にみてもトップレ
ベルにあると自負しています。研究を
好転させるきっかけは、今から思えば
当たり前のことでしたが、それに気づ

くのに（神から？）課せられた時間と
労力であったのだろうと思っています。
これからも自分の感性に忠実に、自分
という人材を生かすという点に執着し
ながら、分子科学の発展に対して少し
なりとも貢献ができればと願っており
ます。今後もご指導ご鞭撻よろしくお

願いいたします。
最後に、岡崎で一緒に築き上げた生

活基盤を投げ打って札幌についてきて
くれた家族に感謝しつつ、この駄文を
終わりにしたいと思います。有り難う
ございました。

1997年4月から1999年3月までの2

年間、そして2004年6月から2007年
10月までの約3年半、分子研で仕事を
させていただきました。はじめは電子構
造研究系（当時）所属で、1階の同年代
の人達との議論が楽しい刺激でした。ま
た教授・助教授の先生方はもちろんです
が、先輩の助手の方々も既に世界に誇
る成果を上げておられ、まだこれという
成果のない自分は一体何をしているのか
と、自問する日々でもありました。門外
漢であった私に表面科学の手ほどきをし
てくださった松本先生はじめ当時の松本
Gのメンバー（渡邊量朗さん、穴澤俊久
さん、木下郁雄さん、加藤浩之さん）に
は感謝の言葉もありません。グループ外
でも特に間瀬先生（現KEK）にはCMA

分光器製作講習会を開いていただくなど
お世話になりました。松本先生には採用
決定の日に地久庵でカツ丼を食べながら、
分野の近い人を採ると1+1=2になるか
もしれないが、異分野の人を採ったのは

1+1→10の可能性に賭けたのだという
趣旨の言葉を言われたのを記憶していま
す。雇っていただいた時点で自分の使命
は超高速分光を表面科学に適用して、ダ
イナミクスの研究を行うことだと考えて
いましたが、はじめの2年間は表面科学
の一般的手法をなぞるだけで過ぎていっ
た感があります。総研大（葉山）にグルー
プが転出後漸くそれらしい成果が出てき
たところで、再び分子研に戻る機会をい
ただきました。2004年に戻ったときは
分子スケールナノサイエンスセンター所
属となりましたが、期せずして居室は再
び明大寺研究棟1階となり、しかし昔見
知った同年代の人達は皆他所にご栄転さ
れた後で、一人浦島太郎的な気分を感じ
たのを記憶しています。
戻ってからの3年強は自身の研究に

加え、他のグループの方々（特に大森
G、宇理須G、佃G、横山G）と共同研
究をさせていただく機会に恵まれ、大変
お世話になりました。自身の力不足で在

籍中に目覚しい成果にはつながらなかっ
た場合もありましたが、このきっかけを
種にして今後の研究で新しい方向性を生
み出せればと考えています。また、他に
も多くの方々との刺激的な議論によって、
多大な影響を受けました。分子研で知り
合った方々とのつながりが一番貴重な収
穫であり、これからも新しい共同研究の
可能性も含めて密接な関係を維持したい
と考えています。自分の研究では、表面
反応の光制御を何らかの形で実現するこ
とを1つの目標に掲げていたものの、未
だ道半ばという感で去ることになり心苦
しい限りですが、今後分子研で育てた種
を開花させることで恩返しさせていただ
くつもりです。
最後になりましたが、分子研に戻って

からの立ち上げ・日々の研究を共にした
グループのメンバーの皆さんには本当に
お世話になりました。この場をお借りし
てお礼申し上げます。
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分子研を去るにあたり

分子研を離れるにあたって

持箸　晃03

私は2001年8月に分子科学研究所極
端紫外光研究施設（UVSOR）の加速器
グループに着任し2007年8月いっぱい
までお世話になりました。在任期間は6

年余りでしたが、振り返れば長いようで
あっという間だった気がします。

UVSORは比較的小規模な加速器施設
ながら、線形加速器・ブースターシンク
ロトロン・ストレージリングを備えてお
り、この構成は施設の規模に関わらず世
界中の多くの放射光源加速器に共通する
ものです。分子研では、これら加速器群
を日常的に手で触り運転するという大変
貴重な機会を得、加速器科学の専門的知
識に加えて総合的理解を深めることがで
きました。少人数ながらこれら加速器群
の運転維持管理はもちろんのこと、加速
器要素開発や先駆的な光源開発研究を推
し進める加速器グループでの6年間は大
変素晴らしいものでした。
在任中の2003年には、ストレージリ

ングと入射器電子銃をほぼ完全に更新す

る内容の高度化改造が行われました。既
設機器の撤去から始まり、ほぼ更地の段
階から加速器を構築する場面に居合わ
せることができたのは大変貴重な経験
でした。構築作業と一連の調整を経て
UVSORは今の姿のUVSOR-Ⅱへ新たに
生まれ変わりました。これほど大規模な
改造を比較的短期間で行うことができた
のは、改造計画に携わった一人一人の尽
力の賜物ですが、同時にこれはチャレン
ジングで前向きなUVSORの姿勢を象徴
しているように思えてなりません。
光源加速器開発と並んで放射光利用研

究においてもUVSORは世界的な業績を
次々と挙げていますが、そのアクティビ
ティの高さもまたUVSORのチャレンジ
ングで常に前向きな姿勢の表れではない
かと最近思います。これは、小規模施設
ならではのフットワークの軽さもさるこ
とながら、新たなチャレンジを後押しす
る施設スタッフの姿勢も大きな要因であ
ると思います。UVSORは加速器グルー

プと観測系グループ、施設スタッフと外
部利用者との距離が短く、緊密に情報交
換ができる環境でした。ざっくばらんな
話の中から新しい着想が生まれてくるこ
ともあり、時には積極的に共同研究する
こともありました。自分のカバーする分
野に捉われず興味の範囲を広く持つこと
の重要性を認識させられたことが多かっ
たように思います。
そんなUVSORから離れ、現在は財団

法人高輝度光科学研究センターの加速器
部門に在籍し、SPring-8放射光施設に
おいて光源開発研究に従事しています。
SPring-8は世界的な大規模放射光施設
で、UVSORとは規模・人数ともに大き
く異なる環境です。しかしながら、毎
日の研究活動の中で、UVSORで培った
経験と知識は随所に生かされていること
に気付かされます。UVSORでの6年間、
とても楽しく充実した時間が与えられた
ことに感謝したいと思います。
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分子研での4年間はまさに夢のよう
な生活でした。
研究のことを考え、自分の手を実

際に動かして研究を遂行し成果を出す、
この研究者として最も大切なことを実
際に遣らせてくれたのが、ボスであっ
た（今も理研で私の上司ですが）魚住
泰広教授であり、分子科学研究所でし
た。「先生、僕は昇進できないこと以外、
全く不満がありません。」と、かつて魚
住教授に言ったことがあります。かつ
て大学で助手をしていたときに悩まさ
れた雑用を始めとした様々な研究以外
のことに苦悩することなく、研究のこ
とを思う存分楽しませてくれ、若い時
期に必死で研究だけを考えて暮らすこ
とができたこの環境は、研究者山田陽
一にとって夢のような生活に他なりま
せんでした。
岡崎に引っ越してきて岡崎城に赴

き、徳川四天王である本多平八郎忠勝
の像を眺めながら、自分の息子の名前
をこの本多忠勝から名付けた私は不思
議な因縁を感じました。息子を介して
私と岡崎が繋がった、そんな想いから

スタートした私の岡崎生活でした。伸
びやかな街、岡崎。郊外に行けば蛍狩
り、海水浴、トレッキング、温泉（お
よびゴルフ）が楽しめる自然豊かな西
三河。三河湾からあがる新鮮な魚介類、
地場野菜・果物を始めとした豊かな食
事。都会っ子である私は東京が恋しく
なったり、海外勤務先だったサンディ
エゴのカリフォルニアの青空、碧海を
懐かしく思ったりしましたが、岡崎の
豊かな風土を家族ともども満喫するこ
とができました。
研究では最初の1年数ヶ月はグッと

くる結果が出ず苦悩しました。しかし、
ぶれる事無くネチネチと研究をおこ
なっていたある日、電子レンジ反応器
でドンという音と共に反応が起こりま
した。そのサンプルをガスクロ分析し
たら、「これができたらとっても嬉しい
な、でも出来るわけないな」という生
成物のピークが現われました。あの時
の鳥肌が立った武者震いの感覚はいま
だに忘れることができません。あれが
あるから研究って止められないんだよ
なぁ。

分子研で出会えた仲間に感謝してい
ます。助手会（現若手会）で勉強会を行っ
たり酒を飲んだりして、あーでもない
こうでもない、と議論をしたり、全然
解らない他分野の研究について教わっ
たり、酔った勢いで飲み会に参加して
下さる所長に意見をぶつけたり、と若
手会で得られた刺激は私にとってまさ
に財産です。仕方ないことで分子研の
若手は分子研に対して帰属意識は持ち
ませんが、分子研OB、OGのネットワー
クは意義深いものです。今後とも宜し
くお願いしますね。
理研での私の立場は、5年プロジェ

クトの魚住研究室の番頭とか治安維持
軍の親玉であるそうです。ということ
で、ガンガン研究をして研究生活を楽
しむとともに、自分にとって納得でき
る研究を行い、皆さんにも納得して頂
けるようにしたいと思っています。グッ
とくる研究を行う、というのが目指し
続けているキーワードです。それでは、
会ったときには酒を飲みながら楽しい
話をしましょう！

夢のような岡崎での生活
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